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Ⅳ 学習活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ－１ 学習指導の重点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の学校教育において、学習指導の重点をどこにおいた方がよいと考えているか、

教員、保護者、学校評議員に聞いたところ、全体的な傾向として、「自ら考える力や表

現する力を身につけること」、「基礎・基本の学習を行うこと」と回答している割合が高

い。また、学習形態については、「集団の中で互いに学び合うこと」に重点をおいた方

がよいと回答している割合が高い。 
その一方で、子どもの発達や個に応じた指導の観点から、小中高と学校段階が上がる

につれ、「多くの知識や技能の習得に向けた学習指導」や、「進度に応じて個別に学ぶ学

習形態」に重点をおいた方がよいとする回答が増加している。 

大人には、学習指導の重点のおき方や望まれる教育内容、子どもには自身の学習観を

聞くことで、現在の学校教育におけるニーズを把握することにした。 
調査の結果、学校での学習指導の重点については、教員、保護者、学校評議員のいず

れにおいても、「自ら考える力や表現する力」を身につけること、「基礎・基本の学習」

「集団の中で互いに学び合うこと」に重点をおいた方がよいと考えている割合が高い。

 具体的に見ると、「力を入れてほしい教育内容」では、保護者と学校評議員全体で７

割が「国語教育」と回答している。 
また、子どもは「勉強する理由」について、自身の将来や進路のためと考えている割

合が高い。 
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Ⅳ－１ 学習指導の重点 ①「多くの知識や技能」か「自ら考える力・表現する力」か 
【小学校】 
教員、保護者、学校評議員に、Ａ「暗記や反復学習などにより、多くの知識や技能を身

につける」とＢ「自分で調べたり、意見を発表することなどにより、自ら考える力や表現

する力を身につける」のどちらに学習指導の重点をおくかを聞いたところ、「Ｂである」「ど

ちらかというとＢ」（（教員 71.4%、保護者 68.9%、学校評議員 77.5%）が三者共に高い割

合となっている。（図Ⅳ－１－１参照） 
 
図Ⅳ－１－１ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
【中学校】 
①について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでも、「Ｂである」「どちらかと

いうとＢ」（教員 56.3%、保護者 61.9%、学校評議員 76.7%）が三者共に高い割合となって

いる。（図Ⅳ－１－２参照） 
 
図Ⅳ－１－２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

学習指導の重点①　（小学校）
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どちらかといえばＡ Ａ（多くの知識や技能） どちらかといえばＢ Ｂ（自ら考える力や表現する力） 不明・無回答

教員
（ｎ＝806）

保護者
（ｎ＝1300）

学校評議員
（ｎ＝195）

Ａ（多くの知識や技能）　← →　B（自ら考える・表現する力）

学習指導の重点①　（中学校）
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1.8%

1.1%

どちらかといえばＡ Ａ（多くの知識や技能） どちらかといえばＢ Ｂ（自ら考える力や表現する力） 不明・無回答

教員
（ｎ＝515）

保護者
（ｎ＝1290）

学校評議員
（ｎ＝185）

Ａ（多くの知識や技能）　← →　B（自ら考える・表現する力）
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【高校】 
①について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでは、教員では、「Ａである」「ど

ちらかというとＡ」（教員 51.4%）が、「Ｂである」「どちらかというとＢ」（教員 46.1%）

より若干上回っているが、保護者・学校評議員に関しては小中と同様に、「Ｂである」「ど

ちらかというとＢ」（保護者 71.1%、学校評議員 81.5%）が両者共に高い割合となっている。

（図Ⅳ－１－３参照） 
図Ⅳ－１－３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【盲・ろう・養護学校】 
①について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでは、「Ｂである」「どちらかと

いうとＢ」（教員 69.1%、保護者 67.9%、学校評議員 85.1%）が三者共に高い割合となって

いる。（図Ⅳ－１－４参照） 
図Ⅳ－１－４ 
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どちらかといえばＡ Ａ（多くの知識や技能） どちらかといえばＢ Ｂ（自ら考える力や表現する力） 不明・無回答

教員
（ｎ＝354）

保護者
（ｎ＝1233）

学校評議員
（ｎ＝108）

Ａ（多くの知識や技能）　← →　B（自ら考える・表現する力）
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どちらかといえばＡ Ａ（多くの知識や技能） どちらかといえばＢ Ｂ（自ら考える力や表現する力） 不明・無回答

教員
（ｎ＝188）

保護者
（ｎ＝53）
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（ｎ＝27）

Ａ（多くの知識や技能）　← →　B（自ら考える・表現する力）
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Ⅳ－１ 学習指導の重点 ②「基礎・基本の学習」か「発展的な学習」か 
【小学校】 
教員、保護者、学校評議員に、Ａ「多くの子どもが理解できるよう、基礎・基本の学

習を行う」とＢ「能力の高い子どもがより伸びるよう、発展的な学習を行う」とのどち

らに学習指導の重点をおくかを聞いたところ、「Ａである」「どちらかというとＡ」（教員

93.7%、保護者 83.3%、学校評議員 85.6%）が三者共に高い割合となっている。（図Ⅳ－１

－５参照） 
 

図Ⅳ－１－５ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【中学校】 
②について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでも、「Ａである」「どちらかと

いうとＡ」（教員 90.1%、保護者 82.3%、学校評議員 87.0%）が三者共に高い割合となって

いる。（図Ⅳ－１－６参照） 
 

図Ⅳ－１－６ 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

学習指導の重点②　（小学校）
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どちらかといえばＡ Ａ（基礎・基本の学習） どちらかといえばＢ Ｂ（発展的な学習） 不明・無回答

教員
（ｎ＝806）

保護者
（ｎ＝1300）

学校評議員
（ｎ＝195）

Ａ（基礎・基本の学習）　← →　B（発展的な学習）
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どちらかといえばＡ Ａ（基礎・基本の学習） どちらかといえばＢ Ｂ（発展的な学習） 不明・無回答

教員
（ｎ＝515）

保護者
（ｎ＝1290）

学校評議員
（ｎ＝185）

Ａ（基礎・基本の学習）　← →　B（発展的な学習）
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【高校】 
②について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでも、「Ａである」「どちらかと

いうとＡ」（教員 77.4%、保護者 79.5%、学校評議員 63.0%）が三者共に高い割合となって

いる。（図Ⅳ－１－７参照） 
 

図Ⅳ－１－７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【盲・ろう・養護学校】 

②について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでも、「Ａである」「どちらかと

いうとＡ」（教員 88.3%、保護者 84.9%、学校評議員 77.7%）が三者共に高い割合となって

いる。（図Ⅳ－１－８参照） 
 

図Ⅳ－１－８ 
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（ｎ＝53）

学校評議員
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（ｎ＝354）

保護者
（ｎ＝1233）
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（ｎ＝108）
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Ⅳ－１ 学習指導の重点 ③「集団の中で学び合う」か「進度に応じて個別に学ぶ」か 
【小学校】 
 教員、保護者、学校評議員に、Ａ「子どもたちが集団の中で互いに学び合う」とＢ「そ

れぞれの子どもが進度に応じて個別に学ぶ」とのどちらに学習指導の重点をおくかを聞い

たところ、「Ａである」「どちらかというとＡ」（教員 87.6%、保護者 75.2%、学校評議員 80.5%）

が三者共に高い割合となっている。（図Ⅳ－１－９参照） 
 
図Ⅳ－１－９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【中学校】 
③について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでも、「Ａである」「どちらかと

いうとＡ」（教員 73.4%、保護者 65.4%、学校評議員 72.4%）が三者共に高い割合となって

いる。（図Ⅳ－１－10 参照） 
 

図Ⅳ－１－10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学習指導の重点③　（中学校）
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どちらかといえばＡ Ａ（集団の中で互いに学び合う） どちらかといえばＢ Ｂ（進度に応じて個別に学ぶ） 不明・無回答

教員
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保護者
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Ａ（集団の中で互いに学び合う）　← →　B（進度に応じて個別に学ぶ）
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【高校】 
③について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでも、「Ａである」「どちらかと

いうとＡ」（教員 62.7%、保護者 61.6%、学校評議員 57.4%）が三者共に高い割合となって

いる。（図Ⅳ－１－11 参照） 
 

図Ⅳ－１－11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【盲・ろう・養護学校】 
③について、教員、保護者、学校評議員に聞いたところでも、「Ａである」「どちらかと

いうとＡ」（教員 64.9%、保護者 56.6%、学校評議員 59.2%）が三者共に高い割合となって

いる。（図Ⅳ－１－12 参照） 
 
図Ⅳ－１－12 
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Ⅳ－２ 教科やその他の活動の重点 
 
 
 
 
 
 「『読む』『書く』『聞く』『話す』力を高める国語教育」（保護者 68.5%、学校評議員 81.2%）

は、両者共に最も割合が高くなっており、特に学校評議員の 81.2%は他と比べて高い割合

となっている。（表Ⅳ－２、図Ⅳ－２参照） 
 
表Ⅳ－２ 教科やその他の活動の重点（上位５項目）            

 保護者 学校評議員 

１位 「読む」「書く」「聞く」「話す」力を高める国語

教育（68.5%） 

「読む」「書く」「聞く」「話す」力を高める国語

教育（81.2%） 

２位 コミュニケーション能力を高める英語教育 

（49.4%） 

健やかな心と体をはぐくむ教育 

（51.5%） 

３位 豊かな心を育む道徳教育（36.8%） 豊かな心を育む道徳教育（50.7%） 

４位 健やかな心と体をはぐくむ教育（36.1%） 自然や社会とふれあう体験活動（31.8%） 

５位 将来の職業・進路を考える教育（キャリア教育） 

（30.6%） 

コミュニケーション能力を高める英語教育 

（27.8%） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者と学校評議員に、今後、「学校でさらに力を入れてほしいと思う教育内容」に

ついて聞いたところ、全体の７割が「『読む』『書く』『聞く』『話す』力を高める国語教

育」と回答しており、国語教育に対する関心の高さがうかがえる。 
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図Ⅳ－２  
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Ⅳ－３ 勉強する理由 
 
 
 
 
 
 
  
中高生で最も割合が高いのは「進学したいから」（中学生 51.0%、高校生 38.8%）で、小

学生では「将来何かの役に立つと思うから」（45.9%）が最も高く、いずれも他の理由と比

べて高い割合となっている。 
 次いで、小学生では「新しいことを知ったり、わかることが楽しいから」（28.2%）の割

合が高い。中高生では「将来何かの役に立つと思うから」（中学生 32.2%、高校生 29.4%）、

そして「やりたい仕事があるから」（中学生 22.1%、高校生 28.9%）の割合が高く、将来や

進路に関する理由が上位を占めている。（表Ⅳ－３、図Ⅳ－３－１参照） 
 
表Ⅳ－３ 勉強する理由（上位５項目） 
 小学生 中学生 高校生 

１位 将来何かの役に立つと思うか

ら（45.9%） 

高校や大学などに進学したい

から（51.0%） 

進学したいから 

（38.8%） 

２位 新しいことを知ったり、わかる

ことが楽しいから（28.2%） 

将来何かの役に立つと思うか

ら（32.2%） 

将来何かの役に立つと思う

から（29.4%） 

３位 立派な大人になるため 

（24.7%） 

や り た い 仕 事 が あ る か ら

（22.1%） 

やりたい仕事があるから

（28.9%） 

４位 高校や大学などに行きたいか

ら（21.9%） 

新しいことを知ったり、わかる

ことが楽しいから（16.0%） 

新しい知識を得たり、理解す

ることが楽しいから（18.6%） 

５位 や り た い 仕 事 が あ る か ら

（18.6%） 

立派な大人になるため 

（15.1%） 

わからない 

（10.6%） 

 
 
 
 
 
 
 
 

子どもに、「勉強する理由」を聞いたところ、小学生や盲・ろう・養護学校生の４割

程度が「将来何かの役に立つと思うから」と回答しているのに対して、中高生では「進

学したいから」と回答している割合が高く、小中高と学校段階が上がるにつれて、将来

に対する漠然とした思いから、次第に自己の近い将来の進路を目標にしている傾向がう

かがえる。 
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図Ⅳ－３－１  
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小学生
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中学生
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高校生
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 盲・ろう・養護学校生では、最も割合が高いのは、「学校に学んだことが、将来役に立つ

と思うから」（38.5%）で、次いで「新しいことを知ることが楽しいから」（36.9%）、「やり

たいことがあるから」（35.4%）の順となっている。（図Ⅳ－３－２参照） 
  
図Ⅳ－３－２  
 

学校に行く理由（盲・ろう・養護学校生）
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